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PCP-Na (Sodium pentachlorophenate) 

の宮入貝殺貝効果試験

飯島利彦 保阪幸男 佐々木孝 秋山澄雄

山梨県立医学研究所

（昭和 32年 11月5日受領）

緒言

山梨県においては日本住血吸虫の中間宿主である宮入

貝の殺貝に，従来石灰窒素を使用して来たが， 1954年度

より之を Santobrite (79 % Sodium pentachlorophe-

nate, Monsanto）に切り換えた。その後，国産 PCP-Na

の量産佑に伴い之を使用している。国産 PCP-Naの宮

入貝殺貝効果試験は阿部（1952），津田ら（1952）に依り既

に行われているが， 著者らは之等 PCP-Naの内外の製

品につき殊に土質と撒布量の相対的関係より見てその適

正撒布量の規定を目的として現地試験を行った。

実験方法

木試験は 1954年 4-5月の聞に行った。試験地は次の

如く有病地内に 4カ村5カ所を選定した。 （何れも旧町

村名）

中巨摩郡田富村忍地内 埴土地

中巨摩郡御影村野牛島地内 壌土地

北巨摩郡竜岡村下条東割地内 埴土地

北巨摩郡塩崎村外河原地内 I 砂土地

ゲ グ ゲ II 砂土地

これらの試験地は何れも溝渠であるが，試験地毎に上

流より 20択間隔で， A,B, C, D, E, F, G の各地区に

区分し，各地区の境界には土を盛って水の流通を阻止し

ずこ。

使用薬品は次の通りである。

1. Santobrite (79 '/b Sodium pentachlorophenate) 

Monsanto 

2. PCP-Na (50, 60, 70, 80, 90 % 

TOSHIHIKO IIJIMA, YUKIO HOSAKA, TAKASHI 

SASAKI & SUMIO AKIYAMA: Studies on moll-

uscicidal effect with PCP-Na (Sodium pentachloro-

phenate) against O切comelanianosophora, an inter-

mediate host of Schistoso明 αjaρonicum.(Yamanashi 

Prefectural Medical Research Institute, Kδfu) 

Sodium pentachlorophenate 

保土ヶ谷化学

3. PCP-Na (86 ;?& Sodium pentachlorophenate) 

三ヂFイ七学
薬品使用量は第1表に表示した通りであるが，之等は

水溶性で、あるので各地区毎に撒布全量を約 14lの水に溶

解し如露を以って均等に撒布した。前 PCP・Naの撒布

量は Santobrite 1平方択当り 0.5gを規定量とし，夫

々の純度に応じ補正して定めた。

効果判定は薬品撒布後第3日，第6日，第12日，第

1カ月の 4回行い，この際原則として各地区夫々 1平方

択内の貝を採集し，貝が前少ない場合には採集範囲を拡

大した。生死の鑑別は只を圧潰し，その際休の牧縮のあ

るものを生とし，牧縮のないものを死とした。叉，薬品

撒布前に各地区毎に 1平方沢内の貝を採集し，この死滅

百分率を以って対照とした。

本実験の実施中，薬品の流失或は実験地区内に瀦j留す

る程の降雨はなかった。

成績

1. 規定畳半量（Santobrite 1平方沢 0.25g及び之

に相当する PCP輔Naの補正量）を撒布した場合

第 2表に示すとおり，御影村訴験地においては薬品撒

布後第3日，最低7.41.%(E地区），最高84.91;'b (B地

区）の殺只効果が認められ，第6日は最低，最高は夫々

82.98 % (C地区）， 96.30 % (D地区），第12日夫々 93.55

'}6 (B地区）, 97.50 % (C地区），第1カ月夫々 71.43'}6 

(G地区）， 100 % (D地区）の殺貝効果が認められ，一方塩

崎村の試験地にあっては最低及び最高死滅率は第3日に

あっては 3.23;?&(C地区）及び 17.05% (A地区），第6日

20.00 % (D地区）及び 77.78% (G地区），第12日55.5&

r;0(A地区）及び 89.89% (G地区），第1カ月 38.60% (A 

地区）及び 96.23% (G地区）で、あった。

( 18 ) 
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各実験地に方ぞける薬品撒布量第 1表

量布撒ロ
口口薬

名品薬
面積

（平方｜沢）
地区名
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規定量（註）半量を用いた宮入貝殺貝成績第 2表

撒布後第1カ月日

拾得 死誠率
死貝数

貝数 % 

82 79 96.34 

70 69 98.57 

107 101 94.39 

48 48 100 

43 41 95.35 

45 42 93.33 

7 5 71.43 

402 385 95.77 

撒布後第 12日目

拾得 苑減率苑貝数
貝数 % 

33 97.06 

29 93.55 

39 97.50 

29 96.67 
30 100 

32 96.97 

20 95.24 

212 96.80 

撒布後第6日目

拾得 死滅率苑貝数
貝数 % 

59 50 84.75 

63 55 87.30 

47 39 82.98 

27 26 96.30 

37 33 89.19 

36 34 94.44 

41 41 100 

310 278 92.58 

撒布後第3日目

拾得 死滅率
死貝数 Aノ貝数 % 

53 22 41.51 

53 45 84.91 

21 1 4.76 

46 7 15.21 

27 2 7.41 

40 10 25.00 

20 10 50.00 

260 97 37.31 

薬品撒布前

拾得 苑減率
死貝数 n/ 貝数 % 

4 10.26 

5 12.50 

2 4.65 

2 4.00 

2 6.90 

5 11.30 

1 2.50 

21 7 .37 

率滅死貝入
rょ，

凸の後布3散品薬地

区
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56 
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40.38 
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68 

49 
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97 

90 
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2.75 
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81 
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0.93 
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0.84 
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1
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A 39 

B 40 

c 43 

D 50 

E 29 

F 44 
土 G 40 

平均 285

A 99 

B 108 

c 108 
D 69 

E 62 

F 93 

G 119 

平均 658

壌御

村

影

砂塩

崎

村

土II 

第 6日50.85~b (G地区）及び 95.71 J6 (E地区），第

12日79.55~G (G地区）及び 100% (A地区），第1カ月

58.33 ~0 (B地区1及び 95.4590 (E地区）であった。

3. 規定量（音量（Santobrite 1平方沢lg及びこれに

相当する PCP-Na補正量）を撒布した場合

第 4表に示すとおり，撒布後第3日の最低及び最高死

滅率は夫々 59.5590 (G地区），94.23 % (D地区），第6

日犬々 24.14% (F地区）及び 62.07% cc地区），第12

日夫々 62.11% (F地区）及び83.72 90 (C地区），第1

カ月は最低94.3490 (D地区），最高98.77% (F地区）で

規定量 ：Santobrite 1平方択当り 0.5 g及び PCP・Naのこれに相当する補正量

2. 規定量（Santobrite 1平方沢0.5g及びこれに相

当する PCP-Naの補正量）を撒布した場合

第 3表に示すとおり，田富村試験地に於いては薬品撒

布後第3日に最低7.14%(D地区），最高48.39%(A地

区）の殺只効果が認められ，第6日は最低，最高夫々 40.00

% (B地区） , 92.86 % (F地区），第 12日夫々 81.6390 

(B地区）, 100 96 (C, F, G の符地区），第1カ月夫々

63.64 % (C地区） , 100 % (A, E, F の各地区）の殺貝効

果が認められ，竜岡村試験地にあっては最低及び最高死

滅率は第3日夫々 9.38%(G地区）及び 62.50%(A地区）

註

( 19 ) 
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第 3表規定量を用いた宮入貝殺貝成績

実土地 薬品撒布後の宮入貝死滅率

整 区 薬品撒布前 撒布後第 3日目 撒布後第 6日目 撒布後第 12日目 撒布後第 1カ月目

名質名拾得 死滅率 P得 死滅率拾得 死滅率拾得 死滅率 P得 死滅率
死貝数 死貝数 苑貝数 苑貝数 死貝数

貝数 % 貝数 % 貝数 % 貝数 % 貝数

A 36 

田埴 B 21 

c 11 

D 14 

E 28 

F 22 
村土 G 30 
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F 50 16 

村土 G 67 2 
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27 15 55.56 45 44 97.78 

35 14 40.00 49 40 81.63 

27 21 77.77貝発見出来ず

15 11 73.33 11 11 100 

26 24 92.31 33 32 96.97 

28 26 92.86 

36 32 88.89 

194 143 73.71 

94 83 88.30 

73 67 91. 78 

80 62 77.50 

74 35 47.30 

70 67 95. 71 

67 37 55.22 

59 30 50.85 

517 381 73.69 

35 35 100 

31 31 100 
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48 48 100 

50 42 86.00 

35 34 97 .14 
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第4表規定量倍量を用いた宵入貝殺貝成績

実土地 薬品撒布後の宮入貝死滅率

整 区 薬品撒布前 撒布後第 3日目 撒布後第 6日目 撒布後第 12日目 撒布後第 1カ月日

名質名拾得死貝数死滅率拾得苑貝数死滅率拾得苑貝数死滅率拾得苑貝数苑減率拾得苑貝数死警率
貝致 % 貝致 % 貝数 % 貝数 % 貝数 70 

A 82 5 6.10 
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砂塩

崎

村
D 61 

E 103 

F 82 

I 土 G 32 

平均 566 31 

5 5.88 

9.92 

1.64 

2.91 

81 75 92.54 

72 62 86.11 

43 38 88.37 

69 65 94.23 

114 100 87. 72 

106 82 77.36 

89 53 59.55 

574 475 82.75 

0 0 

5 15.61 

5.48 

54 30 55.56 

93 47 50.54 

58- 36 62.07 

53 21 39.62 

66 22 33.33 

29 7 24.14 

58 25 43.10 

411 188 45. 74 

74 61 82.43 

46 29 63.04 

43 36 83.72 

69 36 72.46 

92 65 70.65 

161 100 62.11 

58 44 75.86 

543 371 68.32 

80 79 98.75 

52 50 96.15 

57 56 98.25 

53 50 94.34 

56 55 98.21 

81 80 98.7T 

75 72 96.00 

454 442 97.36 

あった。

考察及び結論

まっており叉撒布後第1カ月において前者は平均95.77

%の殺貝効果が認められたのに対し後者平均74%で，

1. 規定量半量を向いた場合は両試験地共殺貝効果の 両者に明らかな有意差（第 12日0.5%の危険率，第 1カ

発現時期に著しい差異が認めもれ，且地区毎に効果の差 月 0.1%の危険率）が認められる。のみならず，後者にあ

が甚だしい。これは各地区の地表の露出の程度の如何， つては第1カ月において最低38.6%から最高96.23% 

或は溝中の堆積物の多寡等の影響に依るものと思われ と各地区間の変動が極めて大きし、。之は土質及び溝渠内

る。更に叉同量を用いた御影村，塩崎村の両試験を比較 の堆;m物の多寡が綜合的に影響したものと思考される。

するに，前者は埴土地であり，後者は砂土地であるが， 以上により PCP-Na撒布に当つては，土質的条件が

撒布後第12日において御影村は平均96.8%の死滅が認 好適であり，且そこが整地である場合は規定量半量で充

められたのに対し，塩崎村は平均72.83%の死滅率に止 分効果を牧め得るが，これに反した場合は効果は著しく

( 20 ) 
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低減する可能性のあることが推測される。

2. 規定量を撒布した場合においても，田富村，竜岡

村の両試験地共第3日では各地区間に大きな差異が認め

られる。然し第6日以後は急激にその差が減少し，第12

日にその効果は最大に達し以後安定する。この時期に至

れば土質，溝渠内の堆積物等の影響も比較的少なくなっ

ている。

従って PCP-Naの施用に当つては Santobriteに換

算して 1平方択に対して 0.5gの撒布量をもって規定量

として支障ないものと思考される。然しこの場合地形の

如何に依つては予め溝渠内の堆積物を除去する等事前準

備も時として必要であろう。

3. 規定量倍量撒布は塩崎村において行ったが，こ与

は砂土地であり且溝渠内に堆積物を有す等最恵の条件で

あったにもか斗わらず薬効発現は極めて速やかで，撒布

後第3日にして既に平均82%の死滅が認められた。第

6日～第12日に一旦死滅率が低下したのは試験地の溝

渠が石垣であり，降雨と共に薬品に侵されぬ宮入貝が溝

渠内に移動して来たものと推測される。ただし第1カ月

に至り再び死滅率は上昇し平均97;?bに達 した。かくの

如く 薬品撒布量が多い場合は砂土質の如く薬品が地中に

透過し易い条件にもか Lわらず向 PCP-Naの相当量が

残存し殺貝効果が発現することがうかがえる。

この様に土質条件或は撒布予定地が不整地である場合

は規定量倍量の薬品撒布を行えば最も適確で、あろう。

要約

1. Santobriteに比して本邦産 PCP・Na製品も殺貝

効果に優劣を認めない。従って本邦産 PCP-Na撒布量

は Santobrite規定量（ 1平方択0.5g）のそれを補正し

た量をもって規定量とすることによって，その撒布を行

えば可なり卓越した殺貝効果を期待することが出来る。

2. 使Jij薬品量が規定量以下の場合は，土地条件良好

の場合には同的を達し得るが，条件が思い場合（土質が

砂，牒土質の場合，および堆積物の累積等のある場合）

にはその効果は極めて不安定となる。

3. 規定量撒布の場合には撒布後第6日i須よりその効

果は均等化し，第 12日には最高に達する。以後1カ月ま

( 21. ) 
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ではほぼ一定に保たれる。叉この場合時として撒布予定

地の堆積物の処理等事前処理が必要であることもある。

4. 規定量の倍量を使用すれば薬効の発現は極めて速

やかで，土地条件の影響は殆ど認められない。

原稿の校閲と有益な御批判を賜わった国立予防衛生研

究所小宮義孝博士，静岡大学伊藤二郎博士に深謝を捧

げる。

本論文の要旨は昭和29年第 14回日本寄生虫学会東日

本支部大会に於いて発表した。
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Summary 

Field test was conducted for the molluscicidal 

effectiveness of Santobrite (Sodium pentachloro-

phenate made in U.S.A.) and PCP-Na made in 

Japan against Oncomelania noso1りhora, an inter-

mediate host Schistosomαjaponicum. 
The molluscicidal effect of both compounds was 

proved to be almost the same. 




